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4.1.4 地形及び地質の状況 

1) 地形の状況  

調査区域における地形の状況は、図 4.1.4.1 に示すとおりです。調査区域は、

扇状地、谷底平野、三角州等からなる低地部と、砂礫台地、火山地等からなる山

地・丘陵地部で占められています。 

 

2) 地質の状況  

調査区域における地質の状況は、図 4.1.4.2 に示すとおりです。諏訪湖周辺の

低地部は、主に堆積岩類の河成堆積物で形成され、一部に崩壊堆積物等が分布して

います。また、山地・丘陵地部は、主に火成岩類の火山岩類や深成岩類で形成され

ています。 

  

3) 重要な地形及び地質の状況  

調査区域における重要な地形及び地質の状況は、表 4.1.4.1及び図 4.1.4.3 に

示すとおりです。調査区域には、諏訪湖、霧ケ峰等の重要な地形及び地質が 4 地点

分布しています。 

なお、「文化財保護法」（昭和 25 年 5 月 30 日法律第 214 号、最終改正：平成 30

年 6 月 8 日法律第 42 号）及び長野県、岡谷市、諏訪市、茅野市、下諏訪町の条例

に基づき指定された地形及び地質に係る名勝及び天然記念物は分布していません。  

 

表 4.1.4.1 重要な地形及び地質の状況 

番号 名称 所在地 

1 諏訪湖 岡谷市、諏訪市、下諏訪町 

2 霧ケ峰 諏訪市、茅野市 

3 福沢山（鉄平石） 諏訪市 

4 糸魚川･静岡地質構造線 岡谷市、諏訪市、茅野市 

注：表中の所在地は、調査区域に含まれる関係市町を示す。 

出典：「日本の地形レッドデータブック 第 1 集 新装版 －危機にある地形－」（平成 12 年 12 月 古今書店） 

「長野県すぐれた自然図」（昭和 51 年 環境庁） 
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図 4.1.4.1 地形分類図 
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図 4.1.4.2 表層地質図 
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図 4.1.4.3 重要な地形及び地質 


